
  

東北大学 第 13 回公開講座『今、エネルギーを考える』 

主催：東北大学 流体科学研究所 

共催：東北大学大学院工学研究科、日本保全学会 東北・北海道支部 

【開催の趣旨】 

 この講座は、エネルギー問題を多面的な視点から見つめ直し、あらためて日本のエネルギー政策

を考えていただくための素地を提供することを目的として開催しているものです。 

エネルギーをめぐる政治経済や環境問題の状況は、めまぐるしく移り変わっております。さまざまな時

間と空間のスケールの変化のなかから本質を見極め、我々が進むべき道を考える必要があります。この

ような情勢に鑑み、第 13回となる本講座では、原子力安全規制－法学と先端科学技術の交錯について

中央大学 理事長特別顧問 法科大学院教授 大貫 裕之氏ご講演をいただきます。また、これからの

エネルギーと地球温暖化問題について（一財）日本エネルギー経済研究所 環境ユニット気候変動グル

ープ  研究主幹 小川 順子氏ご講演をいただきます。我が国の原子力規制やエネルギー安全保障を理

解し、考えを深めるきっかけにして頂ければ幸いです。 

  【日 時】2026年 12月 19日（土）13:00～16:15（開場 12:30） 

  【場 所】東北大学片平キャンパス さくらホール 

  【定 員】さくらホール 196名 

【参加費】無料 

― 第 13回プログラム― 

【第一部 法学の観点で原子力規制の変遷と課題から考える】 

     司会 東北大学原子力安全・廃止措置研究センター 特任教授 堂﨑 浩二 氏 

13：00 ～ 13：05 開会の挨拶  東北大学流体科学研究所 教授 内一 哲哉 氏 

13：05 ～ 13：55 

講演 「原子力安全規制－法学と先端科学技術の交錯」 

 

講師 中央大学 理事長特別顧問  

法科大学院 教授 大貫 裕之 氏 

13：55 ～ 14：30 質疑応答  コーディネータ  堂﨑 浩二 氏 

14：30 ～ 14：45              ― 休憩 ― 

【第二部 エネルギー安全保障から考える】 

     司会 東北大学原子力安全・廃止措置研究センター 特任教授 堂﨑 浩二 氏 

14：45 ～ 15：35    

講演 「これからのエネルギーと地球温暖化問題を考える」 

講師 一財）日本エネルギー経済研究所 

環境ユニット気候変動グループ  研究主幹 小川 順子 氏 

15：35 ～ 16：10 質疑応答  コーディネータ  遊佐 訓孝 氏 

16：10 ～ 16：15 閉会の挨拶  東北大学大学院工学研究科 教授  渡邉 豊 氏 

 


